
   文珍さんの落語的見聞録 ７月 & 6月  神戸新聞朝刊連載より転記  2024.8.6.  

 
  今更新時の文珍さんの落語的見聞録 ６月と７月掲載の2ヶ月分 ディジタル社会が進む中でのアナログ。 

切り捨てられゆくアナログを「見捨てたらゆかぬよ」との文珍さんのメッセージが見え隠れ???。 

◎ ６月の「速達てせ届いたぬくもり」話は落語「絵手紙」に結び付けて。その落ちは「金(鐘)がないのでよう登らん」 

でも もう後戻りはできぬデジタル社会 歳よりもスマホ・PCでの通信慣れないとそれこそ言え籠りに・・・・・ 

◎ ７月の「新札、チャッカリとウッカリ」 落語は「真田小僧」 千円札と一万円札新札が出ましたね。新札を手に入れると見せたくて、 

新札は町内ひと巡り。町内を一回りした新札の裏にはみんなハンコが押されて戻ってきたと。 

回覧板にハンコ 懐かしい。私の街は今も町内会はそれだ。 落語は信州真田の話。真田幸村の真田の旗印は６文銭  

その真田家で こどもに一文銭を六つ並べて 説明を始めた父親 子供は話を聞くふりをして、その６文銭をかっさらって、 

焼き芋屋へ一目散。「うちの真田(息子・信濃)も薩摩(いも)に落ちたか…・」と。 

落語「絵手紙」も「真田小僧」も聞いたことなし。 一度聞いてみたいなぁ・・・と。  2024.8.6. From Kobe  Mutsu Nakanishi 
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